
Ⅰ 

1 2 3 4 5 6 

イ ア イ ア エ ア 

 

Ⅱ 

7 8 9 10 11 12 

ウ ア イ カ ク オ 

 

Ⅲ 

13 14 15 16 17 18 19 20 

ウ ウ ア ウ ウ エ ア エ 

 

Ⅳ 

21 22 23 24 

エ ウ ア ア 

 

Ⅴ 

25 26 27 28 29 

ア ウ ウ イ ア 

 

Ⅵ 

30 31 32 33 34 35 36 37 

カ イ オ イ イ ウ イ エ 

[A] I am saving up by cutting down on daily expenses so I can buy an expensive, high-performance computer. 

[B] Remote working is a way of working whose popularity has recently increased all over the world. 

[C] When apologizing, it is not necessarily what you say but how you say it that matters. 

[D] I discouraged Jim from driving as he was obviously too tired to safely make the journey. 

 

Ⅶ 

38 39 40 41 42 43 44 45 

ア ウ エ ア ウ エ ウ・オ 

 

  



【講評】 

Ⅰの会話問題は，苦手とする受験生が以外にも多い問題である。今年は各空所の後ろに解答の根拠となる指示語や省略が存在する問題

が多かった。いかにその根拠に気づけたかが重要となる。Ⅱは「オリンピックの誘致に関する利点と欠点」についての英文空所補充問

題。レベルは例年通り。Ⅲの文法問題は，市販の文法問題集の知識に漏れるものはなかった。問題を見て，どの単元のどの知識が問わ

れていて，何に注意して解くかを瞬時に把握して解くことができるようにしたい。Ⅳの同意文選択問題もレベルは例年通りであった。

イディオムに着目し，そのニュアンスを的確に把握することがポイントになる。Ⅴの語彙定義問題は，こちらも市販の単語帳レベルを

超えるものもなかった。Ⅵの整序問題も例年通りのレベルと言える。使われている構文事項・文法事項に留意し，正しい英文を作る基

本的な力が問われている。Ⅶは「ヘルメット無着用で自転車に乗ることの危険性よりサイクリングがもたらす健康利益の方が大きい」

ということを述べる長文問題であった。例年よりも若干語数が増えた。英文・選択肢の難易度はともに例年通りと言える。 

全体として，大問Ⅲ～Ⅵでは，例年ならもう少し悩ましいものもあったかと思われるが，今年はそのような問題がなかったため，いか

にミスを減らせるかが勝負の分かれ目になると予想される。合格ラインは 80～85％程度だろう。 

 

 


